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天高く
元気いっぱい 子どもたち

【決算審査】コロナ禍の町のすがた
　　　子ども見守り隊の声
ズバリ直言！ 町政を問う
町民との意見交換会　開催決定！
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令 和２年 度 の 主 な 歳 入 令和２年度の主な歳出事業
固定資産税 32 億　133 万円
特別定額給付金 14 億 2430 万円
町民税（個人・法人） ８億 9744 万円
子どものための教育・保育（国） 2 億 1184 万円
子どものための教育・保育（県） 8041 万円
町債 1 億 5030 万円
ふるさと応援寄付金 １億 1409 万円

小学校トイレ改修工事 1 億 5666 万円
デジタル移動系防災行政無線整備 7588 万円
除雪作業委託料 7086 万円
小学校無線 LAN 増設工事 3498 万円
聖籠町応援キャンペーン事業 2341 万円
子育て世帯への臨時特別給付金 2190 万円
ざぶ～ん館指定管理委託料 1500 万円

監査委員の意見

一 般 会 計 決 算

歳入　　94億8206万円　　（前年度対比　28.9% 増）
歳出　　89億6050万円　　（前年度対比　33.6% 増）

█ 令和２年度 一般会計・特別会計 決算 █
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20.6%
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18.3％

事業勘定
施設勘定

介護保険
後期高齢者医療

県営開拓パイロット事業
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

国民健康
保険

下水道事業

水道事業

一 般 会 計
会 計 名 歳　入 歳　出

合　　　　計
前 年 度 対 比

採 決 結 果

特

別

会

計

◆ 保健福祉
　高齢者等のごみ出し支援や、障がい者手
帳の対象にならない難聴者の補聴器購入
を助成する事業など新規の事業に取り組
みました。

　歳入は、法人町民税や固定資産税で減少しましたが新型コロナウイルス関連で
国庫補助金が18億7748万円の増加になりました。また、ふるさと納税などの寄
付金が 7988万円増加しました。歳出は、国施策の特別定額給付金の給付事業や
町単独の支援など新型コロナウイルス対策に要した経費の総額が国県事業を含
めて約19億円になりました。

ここがポイントだよ

◆ 教　　育
　国が進める GIGA スクール構想の実現
に向けて教育活動支援員を配置しました。
また、県内自治体に先駆けて全児童生徒に
タブレット端末を配備しました。
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町のすがた
一 般 会 計 決 算

コロナ禍の令和２年度
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より精度の高い予算見積り、執行を求める
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子どものための教育・保育（国） 2 億 1184 万円
子どものための教育・保育（県） 8041 万円
町債 1 億 5030 万円
ふるさと応援寄付金 １億 1409 万円

小学校トイレ改修工事 1 億 5666 万円
デジタル移動系防災行政無線整備 7588 万円
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小学校無線 LAN 増設工事 3498 万円
聖籠町応援キャンペーン事業 2341 万円
子育て世帯への臨時特別給付金 2190 万円
ざぶ～ん館指定管理委託料 1500 万円
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◆ 保健福祉
　高齢者等のごみ出し支援や、障がい者手
帳の対象にならない難聴者の補聴器購入
を助成する事業など新規の事業に取り組
みました。

　歳入は、法人町民税や固定資産税で減少しましたが新型コロナウイルス関連で
国庫補助金が18億7748万円の増加になりました。また、ふるさと納税などの寄
付金が 7988万円増加しました。歳出は、国施策の特別定額給付金の給付事業や
町単独の支援など新型コロナウイルス対策に要した経費の総額が国県事業を含
めて約19億円になりました。

◆ 教　　育
　国が進める GIGA スクール構想の実現
に向けて教育活動支援員を配置しました。
また、県内自治体に先駆けて全児童生徒に
タブレット端末を配備しました。

【総括的意見】 令和２年度の一般会計並びに特別会計決算の審査は、予算が第
４次聖籠町総合計画に示された趣旨に沿って執行されたかどうかという視点に
立ち実施した。政策評価シートで評価した事務事業151件のうち、16件が15
満点中10点未満の評価であり、これらの事業については早急に見直しまたは
廃止の検討を望む。しかし総体的には係数的にも誤りはなく特筆すべき違法性
や不適当な点は見受けられなかった。

【一般会計】　歳入は前年度対比21億2736万円増（28．9％増）となったが、こ
れはコロナウイルス感染拡大防止関連事業の増加によるもので、通常時との比
較はできない。歳出の増加も同じ要因である。
　町税、特に固定資産税の減収が今後も続くことが想定される。今後はより精度
の高い予算見積り管理、執行が求められる。また財政調整基金（町の積立金）は
4279万円の積み増しにより５億1781万円となった。今後は純繰越金の２分
の１を積み立てることが望ましい。

除 雪除 雪

7086万円7086万円

ハッピーチケットハッピーチケット

2341万円2341万円

令 和２年 度 の 主 な 歳 入 令和２年度の主な歳出事業

町のすがたコロナ禍の令和２年度

2令和３年10月／136号3 令和３年10月／136号

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト



徹
底
検
証

徹
底
検
証

令 和 ２ 年 度

決 算

〜
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク
〜

決
算
審
査
特
別
委
員
会

ど
う
守
る
基
幹
産
業

コ
ロ
ナ
禍
で
農
業
者
も
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
国
や
県
に
対
し
て

さ
ら
な
る
農
業
支
援
策
を
早
急
に

要
望
す
べ
き
だ
。

有
効
利
用
を

地
場
物
産
館
隣
は
、
空
き
店
舗

の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
場

所
を
賃
貸
に
し
、
家
賃
収
入
を
得

る
な
ど
し
て
町
の
負
担
を
減
ら
す

べ
き
だ
。

図
れ
利
益
率
向
上

寄
付
額
が
順
調
に
伸
び
た
の
は
、

担
当
課
の
努
力
も
大
き
い
。
取
扱

量
の
増
加
に
伴
う
課
題
や
生
産
者

直
送
な
ど
を
検
討
し
、
利
益
率
の

向
上
を
図
る
べ
き
。

守
れ
子
ど
も
の
安
全

令
和
４
年
度
ま
で
に
、
通
学
路

防
犯
カ
メ
ラ
を
27
カ
所
に
設
置
予

定
だ
が
、
そ
の
他
の
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
増
設
の
検
討
を
望
む
。

防
火
井
戸

使
用
で
き
な
い

防
火
井
戸
は
、
安

全
を
考
慮
す
る
う

え
で
も
早
急
に
撤

去
す
べ
き
だ
。

東
山
団
地

目
指
せ
空
き
部
屋
ゼ
ロ

家
賃
の
見
直
し

な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
上
層
階

の
入
居
者
増
加
と
、

空
き
部
屋
の
解
消

に
努
め
る
べ
き
だ
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

端
末
の
寿
命
は

５
年
程
度
と
言
わ

れ
て
い
る
。
端
末

の
入
れ
替
え
、
ま

た
更
新
は
計
画
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
。

聖
籠
海
岸

安
心
し
て
遊
べ
る
海
へ

毎
年
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
海

岸
を
、
年
中
安
全

に
利
用
で
き
る
よ

う
、
離
岸
流
対
策

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

下
水
道
・
水
道
事
業聖

籠
町
暮
ら
し

応
援
事
業
と
連
携

を
図
り
、
接
続
率

の
向
上
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。

国
民
健
康
保
険

用
途
広
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

令
和
３
年
10
月

か
ら
保
険
証
と
し

て
利
用
で
き
る
が
、

ま
だ
使
え
る
医
療

機
関
は
少
な
い
。

国
に
対
し
、
利
用

で
き
る
施
設
を
増

や
す
よ
う
働
き
か

け
て
ほ
し
い
。

不
要
な
井
戸
撤
去
せ
よ

計
画
的
な
入
れ
替
え
を

新
た
な
制
度
で
接
続
率
向
上

後継者が育つ農業を後継者が育つ農業を

空いてますよ 広いお部屋空いてますよ 広いお部屋

海は気持ちがいいね海は気持ちがいいね

持っていますか マイナカード持っていますか マイナカード

消火栓にバトンタッチ消火栓にバトンタッチ

教育活動の必需品教育活動の必需品

清潔な水環境を清潔な水環境を

空間を無駄にしたくない空間を無駄にしたくない

おいしい特産品おいしい特産品

犯罪抑止となれ犯罪抑止となれ

令和３年10月／136号令和３年10月／136号

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

５ ４

徹
底
検
証

徹
底
検
証

徹
底
検
証

令 和 ２ 年 度

決 算

〜
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク
〜

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
前
年
度
に
執
行
さ
れ
た
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
７
事

業
が
適
正
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

事
業
は
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
等
の
実
績
を
確
認
す
る
た

め
担
当
課
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
委
員
会
で
は
細
か
く
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
け
る
意
見
書
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
支
援

ど
う
守
る
基
幹
産
業

コ
ロ
ナ
禍
で
農
業
者
も
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
国
や
県
に
対
し
て

さ
ら
な
る
農
業
支
援
策
を
早
急
に

要
望
す
べ
き
だ
。

空
き
店
舗

有
効
利
用
を

地
場
物
産
館
隣
は
、
空
き
店
舗

の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
場

所
を
賃
貸
に
し
、
家
賃
収
入
を
得

る
な
ど
し
て
町
の
負
担
を
減
ら
す

べ
き
だ
。

ふ
る
さ
と
納
税

図
れ
利
益
率
向
上

寄
付
額
が
順
調
に
伸
び
た
の
は
、

担
当
課
の
努
力
も
大
き
い
。
取
扱

量
の
増
加
に
伴
う
課
題
や
生
産
者

直
送
な
ど
を
検
討
し
、
利
益
率
の

向
上
を
図
る
べ
き
。

防
犯
カ
メ
ラ

守
れ
子
ど
も
の
安
全

令
和
４
年
度
ま
で
に
、
通
学
路

防
犯
カ
メ
ラ
を
27
カ
所
に
設
置
予

定
だ
が
、
そ
の
他
の
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
増
設
の
検
討
を
望
む
。

使
用
で
き
な
い

防
火
井
戸
は
、
安

全
を
考
慮
す
る
う

え
で
も
早
急
に
撤

去
す
べ
き
だ
。

目
指
せ
空
き
部
屋
ゼ
ロ

家
賃
の
見
直
し

な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
上
層
階

の
入
居
者
増
加
と
、

空
き
部
屋
の
解
消

に
努
め
る
べ
き
だ
。

端
末
の
寿
命
は

５
年
程
度
と
言
わ

れ
て
い
る
。
端
末

の
入
れ
替
え
、
ま

た
更
新
は
計
画
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
。

安
心
し
て
遊
べ
る
海
へ

毎
年
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
海

岸
を
、
年
中
安
全

に
利
用
で
き
る
よ

う
、
離
岸
流
対
策

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

聖
籠
町
暮
ら
し

応
援
事
業
と
連
携

を
図
り
、
接
続
率

の
向
上
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。

用
途
広
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

令
和
３
年
10
月

か
ら
保
険
証
と
し

て
利
用
で
き
る
が
、

ま
だ
使
え
る
医
療

機
関
は
少
な
い
。

国
に
対
し
、
利
用

で
き
る
施
設
を
増

や
す
よ
う
働
き
か

け
て
ほ
し
い
。

不
要
な
井
戸
撤
去
せ
よ

計
画
的
な
入
れ
替
え
を

新
た
な
制
度
で
接
続
率
向
上

後継者が育つ農業を後継者が育つ農業を

空いてますよ 広いお部屋空いてますよ 広いお部屋

海は気持ちがいいね海は気持ちがいいね

持っていますか マイナカード持っていますか マイナカード

消火栓にバトンタッチ消火栓にバトンタッチ

教育活動の必需品教育活動の必需品

清潔な水環境を清潔な水環境を

空間を無駄にしたくない空間を無駄にしたくない

おいしい特産品おいしい特産品

犯罪抑止となれ犯罪抑止となれ

令和３年10月／136号令和３年10月／136号

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

５ ４



令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
９
０
４
万

円
を
追
加
し
、
総
額
84
億
３

５
３
６
万
円
で
す
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
新
潟
県
営
開
拓

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特

別
会
計
補
正
予
算
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
６
７
万
円
を
追

加
し
、
総
額
１
２
６
０
万
円

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

使
用
料
が
か
か
る
。

田
中
智
之
議
員

県
内
の
10

代
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
報
道

さ
れ
て
い
た
が
、
本
町
の
接

種
率
は
記
載
が
な
く
、
欄
外

に
接
種
済
み
と
予
約
済
み
合

わ
せ
て
63
・
4
％
と
な
っ
て

い
た
。
な
ぜ
接
種
率
を
出
し

て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ

の
補
正
予
算
で
町
民
全
体
に

対
し
ど
れ
く
ら
い
の
接
種
率

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

年
代
別
接

種
率
は
把
握
し
て
い
な
い
。

理
由
は
、
本
町
で
は
い
か
に

接
種
者
を
増
や
す
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
重
点
を
置
き
、
接

種
済
み
者
と
予
約
者
の
合
わ

せ
た
数
字
を
追
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
今
後
も
接
種
で
き
る

方
全
員
の
接
種
を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
接
種
率
の
把
握

は
考
え
て
い
な
い
。

宮
沢
光
子
議
員

ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用

料
の
積
算
根
拠
は
。

総
合
政
策
課
長

11
月
以
降

の
寄
付
増
加
分
６
千
万
円
に

対
す
る
使
用
料
。
寄
付
額
に

対
し
そ
れ
ぞ
れ
、
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
は
５
％
、
楽
天
は

９
％
、
ふ
る
な
び
は
10
％
の

宮
沢
光
子
議
員

ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
増

え
、
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
ど
の
期
間
の
委
託
料

か
。

総
合
政
策
課
長

新
た
な
サ

イ
ト
の
11
月
以
降
の
委
託
料

で
あ
る
。

宮
沢
光
子
議
員

自
衛
隊
音

楽
隊
の
演
奏
会
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

・
開
催
の
判
断
は
い
つ
頃
か
。

・
い
つ
町
民
に
広
報
す
る
か
。

・
聖
籠
中
学
校
吹
奏
楽
部
と

の
コ
ラ
ボ
は
あ
る
の
か
。

・
整
理
券
の
枚
数
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
す
る
の
か
。

総
務
課
長

町
民
の
た
め
、

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
自
衛
隊
と
の
協
議
で
９
月

末
頃
ま
で
に
判
断
を
行
う
。

・
開
催
す
る
場
合
、
10
月
初

め
に
町
民
に
広
報
し
た
い
。

・
中
学
生
と
の
交
流
は
な
し
。

・
文
化
会
館
の
定
員
数
を
考

え
て
、
整
理
券
の
配
布
枚
数

は
今
後
検
討
す
る
。

宮
沢
光
子
議
員

亀
代
こ
ど

も
園
園
内
路
整
備
工
事
を
町

が
発
注
し
て
い
る
が
、
法
人

が
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

の
か
。
今
後
こ
の
園
内
路
は

法
人
所
有
に
な
る
が
、
冬
季

間
の
除
雪
な
ど
は
ど
う
な
る

の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

用
地
買

収
の
事
務
手
続
き
に
時
間
が

か
か
り
、
買
収
後
す
ぐ
に
整

備
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
町
で
工
事
発
注
し
、

そ
の
後
法
人
が
費
用
負
担
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

冬
季
間
の
除
雪
は
法
人
が
行

う
予
定
だ
が
、
今
後
協
議
し

て
い
く
。

中
村
恵
美
子
議
員

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
日
程
が
変

更
と
な
っ
た
が
、
い
つ
行
う

の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

７
月
に

親
子
で
の
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
夜
間
は
子
ど
も
た
ち
の

参
加
が
困
難
な
た
め
大
人
の

み
に
な
っ
た
。
子
ど
も
向
け

は
12
月
の
日
中
に
開
催
す
る
。

中
村
恵
美
子
議
員

亀
塚
の

消
火
栓
移
設
は
あ
か
ね
公
園

脇
の
町
有
地
に
予
定
し
て
い

た
が
、
な
ぜ
民
有
地
へ
の
移

設
に
変
更
し
た
の
か
。
ま
た
、

最
初
の
場
所
か
ら
ど
れ
く
ら

い
移
動
し
た
の
か
。
問
題
は

な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長

移
設
予
定

場
所
の
水
道
管
は
配
管
の
末

端
で
径
が
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

だ
っ
た
。
消
防
水
利
に
適
さ

な
い
た
め
、
太
い
管
の
あ
る

場
所
に
変
更
し
た
。
最
初
の

場
所
か
ら
65
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
に
移
動
し
た
が
消
防
法

上
問
題
な
い
。

手
嶋
満
議
員

賦
課
金
で
基

金
を
積
み
立
て
、
老
朽
化
し

た
排
水
管
の
漏
水
や
ポ
ン
プ

の
緊
急
的
な
故
障
な
ど
の
修

繕
を
想
定
し
備
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
、
こ

の
基
金
で
維
持
し
て
い
け
る

も
の
な
の
か
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
が
あ
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

今
後
、
全

管
の
敷
設
替
え
を
す
る
と
莫

大
な
費
用
が
か
か
り
、
基
金

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

一
般
会
計
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。
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本
来
は
法
人
が
行
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予
定
だ
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以
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で
あ
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Q
園
内
整
備
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が
す
る
の
か
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寄
付
額
の

増
加
分
か
ら
算
出
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把
握
す
る
必
要
な
い
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A
状
況
を
見
て

早
め
に
判
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す
る
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７
月
と
12
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の

計
２
回
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ぜ
民
有
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に

移
設
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る
の
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全
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の
敷
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に
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正
予
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既
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歳
入
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出
予
算
の
総
額
に
歳
入
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出

そ
れ
ぞ
れ
１
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６
９
０
４
万

円
を
追
加
し
、
総
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84
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５
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万
円
で
す
。
ま
た
、
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事
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円
を
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加
し
、
総
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２
６
０
万
円

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

使
用
料
が
か
か
る
。

田
中
智
之
議
員

県
内
の
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代
ワ
ク
チ
ン
接
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率
が
報
道
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れ
て
い
た
が
、
本
町
の
接

種
率
は
記
載
が
な
く
、
欄
外

に
接
種
済
み
と
予
約
済
み
合

わ
せ
て
63
・
4
％
と
な
っ
て

い
た
。
な
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接
種
率
を
出
し

て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ

の
補
正
予
算
で
町
民
全
体
に

対
し
ど
れ
く
ら
い
の
接
種
率

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

年
代
別
接

種
率
は
把
握
し
て
い
な
い
。

理
由
は
、
本
町
で
は
い
か
に

接
種
者
を
増
や
す
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
重
点
を
置
き
、
接

種
済
み
者
と
予
約
者
の
合
わ

せ
た
数
字
を
追
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
今
後
も
接
種
で
き
る

方
全
員
の
接
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を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
接
種
率
の
把
握

は
考
え
て
い
な
い
。

宮
沢
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子
議
員

ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用

料
の
積
算
根
拠
は
。

総
合
政
策
課
長

11
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以
降

の
寄
付
増
加
分
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千
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円
に
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す
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使
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。
寄
付
額
に

対
し
そ
れ
ぞ
れ
、
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と

チ
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イ
ス
は
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楽
天
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る
な
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は
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議
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と

納
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タ
ル
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が
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え
、
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託
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上
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い
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。
ど
の
期
間
の
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託
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か
。

総
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政
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長

新
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な
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の
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以
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で
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。
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隊
の
演
奏
会
に
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て
、

コ
ロ
ナ
禍
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の
開
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を
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う

捉
え
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の
か
。

・
開
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の
判
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は
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か
。

・
い
つ
町
民
に
広
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か
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・
聖
籠
中
学
校
吹
奏
楽
部
と

の
コ
ラ
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は
あ
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の
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。

・
整
理
券
の
枚
数
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
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る
の
か
。

総
務
課
長

町
民
の
た
め
、

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
自
衛
隊
と
の
協
議
で
９
月

末
頃
ま
で
に
判
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を
行
う
。

・
開
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す
る
場
合
、
10
月
初

め
に
町
民
に
広
報
し
た
い
。

・
中
学
生
と
の
交
流
は
な
し
。

・
文
化
会
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の
定
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を
考

え
て
、
整
理
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の
配
布
枚
数

は
今
後
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。
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光
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こ
ど

も
園
園
内
路
整
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工
事
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が
発
注
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が
、
法
人

が
す
る
べ
き
も
の
で
は
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い

の
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今
後
こ
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内
路
は

法
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所
有
に
な
る
が
、
冬
季

間
の
除
雪
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ど
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。
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事
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手
続
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に
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か
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後
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要
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そ
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後
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。
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冬
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予
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が
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今
後
協
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て
い
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。

中
村
恵
美
子
議
員

プ
ロ
グ

ラ
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教
室
の
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が
変

更
と
な
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た
が
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う
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。
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も
教
育
課
長
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に

親
子
で
の
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
夜
間
は
子
ど
も
た
ち
の

参
加
が
困
難
な
た
め
大
人
の

み
に
な
っ
た
。
子
ど
も
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は
12
月
の
日
中
に
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す
る
。

中
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恵
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塚
の

消
火
栓
移
設
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か
ね
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園

脇
の
町
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に
予
定
し
て
い

た
が
、
な
ぜ
民
有
地
へ
の
移

設
に
変
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し
た
の
か
。
ま
た
、

最
初
の
場
所
か
ら
ど
れ
く
ら

い
移
動
し
た
の
か
。
問
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な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長

移
設
予
定

場
所
の
水
道
管
は
配
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の
末

端
で
径
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50
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リ
メ
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ト
ル
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っ
た
。
消
防
水
利
に
適
さ

な
い
た
め
、
太
い
管
の
あ
る

場
所
に
変
更
し
た
。
最
初
の

場
所
か
ら
65
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
に
移
動
し
た
が
消
防
法

上
問
題
な
い
。

手
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満
議
員
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課
金
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金
を
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み
立
て
、
老
朽
化
し

た
排
水
管
の
漏
水
や
ポ
ン
プ

の
緊
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的
な
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修
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を
想
定
し
備
え
て
い
る
と
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こ
と
だ
が
、
今
後
、
こ

の
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金
で
維
持
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て
い
け
る

も
の
な
の
か
。
一
般
会
計
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ら
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繰
り
入
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あ
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

今
後
、
全

管
の
敷
設
替
え
を
す
る
と
莫

大
な
費
用
が
か
か
り
、
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金

だ
け
で
は
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で
き
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般
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は

QA
寄
付
額
の

増
加
分
か
ら
算
出

A
把
握
す
る
必
要
な
い

な
ぜ
公
表
し
な
い

10
代
の
接
種
率

Q

A
状
況
を
見
て

早
め
に
判
断
す
る

A
７
月
と
12
月
の

計
２
回

QA
水
道
配
管
の
径
が

足
ら
な
か
っ
た
た
め

Q

A
全
管
の
敷
設
替
え

に
は
対
応
で
き
な
い

ポータルサイトに

Q

Q

605万円追加

こども園の園内路整備に
1595万円追加

町の魅力をもっとPR

開園までに整備完了を

当初予算からの追加
こんな質疑がありました

補正
予算
ふるさと納税
   寄付額アップへ

決
算
審
査

補
正
予
算

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
概
要

行
政
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請
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総合政策
課長

９月議会
定例会

個人情報保護条例の一部改正

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

早期に退職した役場職員が
いるが、個人情報保護に関
しては研修を受けているは
ずだ。退職後も自分が職務
上知り得た情報については
口外しない、できないと理
解してよいか。

条 例 改 正

旧医師住宅の売払い

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

財 産 の 処 分

当初、1500 万円くらいで
売却ということだったが、
建物の売却価格は 737万円
だ。土地については、議会
の承認は必要ないのか。

中村
議員

小川
議員

総務
課長

◎
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学
び
を
保
障
し
私

立
高
校
の
教
育
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増

額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

﹇
提
出
者
﹈
新
潟
県
私
学
の
公
費
助
成
を
す
す
め
る
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

中
村
直
美

﹇
紹
介
議
員
﹈
長
谷
川
六
男
・
宮
沢
光
子

﹇
請
願
の
主
旨
﹈

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間
格
差
の
是

正
を
求
め
、
国
・
県
に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

﹇
要
望
事
項
（
一
部
掲
載
）
﹈

●
私
立
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

●
私
立
高
校
で
の
専
任
教
員
増
を
可
能
と
す
る
た
め
、
経
常

費
助
成
を
増
額
す
る
こ
と
。

↓
採
択
を
受
け
、
国
、
県
に
意
見
書
を
提
出
。

稲田　健一さん
いなだ　　  けんいち

（大夫興野）

教
育
委
員

稲
田
健
一
さ
ん
（
再
任
）

教
育
委
員

稲
田
健
一
さ
ん
（
再
任
）

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声
請
願
１
件
を
調
査

全
員
賛
成
で
採
択

議
員
定
数
（
現
在
14
人
）

と
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ
と

を
調
査
す
る
た
め
、
議
長
を

除
く
全
議
員
を
委
員
と
し
た

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。今

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
参
考
人
の
立
場
で
ご
意
見

を
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
の

広
報
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
の

人
事
案
件
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。
稲
田
さ
ん
は

約
40
年
に
わ
た
り
、
教
育
現

場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
方
で
す
。
引
き
続
き
教

育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

と
も
に
、
町
内
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
た
め
利
用
券

（
ハ
ピ
チ
ケ
）
を
発
行
し
ま

す
。町

民
１
人
当
た
り
３
千
円

分
の
券
を
配
布
し
、
子
育
て

世
帯
に
は
、
子
ど
も
１
人
当

た
り
１
万
円
分
を
加
算
し
ま

す
。
他
に
ざ
ぶ
〜
ん
利
用
券

も
、
１
世
帯
当
た
り
１
８
０

０
円
分
配
布
し
ま
す
。

新
た
な
町
立
幼
稚
園
名
決
定

園
の
名
称
を
公
募
し
、

「
せ
い
ろ
う
幼
稚
園
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
増

寄
付
額
の
実
績
は
、
８
月

末
時
点
で
３
８
６
３
件
、
５

５
８
０
万
円
で
、
昨
年
比
で

２
２
１
８
件
の
増
、
寄
付
額

は
３
８
６
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
パ
ッ
ク
ご
飯
が

安
定
的
に
選
ば
れ
る
こ
と
も

要
因
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍

８
月
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
施

設
職
員
と
児
童
数
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
確
認
さ
れ
、

利
用
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

町
施
設
利
用
者
の
感
染
確

認
が
続
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

防
災
無
線
と
広
報
せ
い
ろ
う

号
外
を
通
じ
て
細
心
の
注
意

を
払
う
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。各イ

ベ
ン
ト
は
中
止
や
延
期

敬
老
会
は
中
止
。
町
民
よ

り
「
敬
老
会
対
象
の
皆
さ
ん

に
お
菓
子
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
」
と
寄
附
の
申
し
出
が

あ
り
、
配
布
予
定
で
す
。

成
人
式
は
来
年
８
月
に
延

期
し
ま
し
た
。

町
民
と
中
小
業
者
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
と

行政報告

月額報酬
311,000円
254,000円
232,000円
232,000円
230,000円

議長
副議長
常任委員長
議会運営委員長
議員

現在の議員報酬額

西脇町長
にし  わき

特
別
委
員
会
を

設
置
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要
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・Sm
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総合政策
課長

９月議会
定例会

　９月定例会は９月７日から21日まで15日間の会期で開かれました。
一般質問には７人が登壇。こども園の民営化、新型コロナウイルス

の状況、防災・防犯対策、東港の活性化などについて町の考えをただ
しました。また条例の改正、補正予算などを審議し、原案のとおり可
決しました。

令和２年度一般会計・特別会計の歳入歳出決算については、決算審
査特別委員会を設置し集中審査しました。（関連記事２～５ページ）

個人情報保護条例の一部改正

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

早期に退職した役場職員が
いるが、個人情報保護に関
しては研修を受けているは
ずだ。退職後も自分が職務
上知り得た情報については
口外しない、できないと理
解してよいか。

特定個人情報の提供の規定に、追加がなされたため改正

職員は採用後すぐに公務
員の規律や守秘義務につ
いての研修を受ける。
また採用時に誓約書も交
わしている。口外はしな
いと考えている。

条 例 改 正

旧医師住宅の売払い

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

旧医師住宅の売払い価格が 700 万円以上になるため議会議決が必要

財 産 の 処 分

総合政策総合政策

当初、1500 万円くらいで
売却ということだったが、
建物の売却価格は 737万円
だ。土地については、議会
の承認は必要ないのか。

土地については不動産の
鑑定は7407407 万円だった。
しかし土地の場合の議決
対象は5千平方メートル
以上であり、今回は建物
のみが議決案件となる。

中村
議員

小川
議員

総務
課長

◎
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学
び
を
保
障
し
私

立
高
校
の
教
育
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増

額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

﹇
提
出
者
﹈
新
潟
県
私
学
の
公
費
助
成
を
す
す
め
る
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

中
村
直
美

﹇
紹
介
議
員
﹈
長
谷
川
六
男
・
宮
沢
光
子

﹇
請
願
の
主
旨
﹈

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間
格
差
の
是

正
を
求
め
、
国
・
県
に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

﹇
要
望
事
項
（
一
部
掲
載
）
﹈

●
私
立
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

●
私
立
高
校
で
の
専
任
教
員
増
を
可
能
と
す
る
た
め
、
経
常

費
助
成
を
増
額
す
る
こ
と
。

↓
採
択
を
受
け
、
国
、
県
に
意
見
書
を
提
出
。

稲田　健一さん
いなだ　　  けんいち

（大夫興野）

教
育
委
員

稲
田
健
一
さ
ん
（
再
任
）

み
な
さ
ん
の
声
請
願
１
件
を
調
査

全
員
賛
成
で
採
択

議
員
定
数
（
現
在
14
人
）

と
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ
と

を
調
査
す
る
た
め
、
議
長
を

除
く
全
議
員
を
委
員
と
し
た

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。今

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
参
考
人
の
立
場
で
ご
意
見

を
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
の

広
報
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
の

人
事
案
件
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。
稲
田
さ
ん
は

約
40
年
に
わ
た
り
、
教
育
現

場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
方
で
す
。
引
き
続
き
教

育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

新
た
な
町
立
幼
稚
園
名
決
定

ふ
る
さ
と
納
税
増

コ
ロ
ナ
禍

各
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
や
延
期

町
民
と
中
小
業
者
支
援

月額報酬
311,000円
254,000円
232,000円
232,000円
230,000円

議長
副議長
常任委員長
議会運営委員長
議員

現在の議員報酬額

特
別
委
員
会
を

設
置

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
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・
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会
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ile
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一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
８
８
万
円
を
追
加
し
、

総
額
81
億
４
３
３
１
万
円
と

定
め
る
予
算
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、

歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金

・
指
定
寄
付
金

・
繰
越
金

歳
出

・
町
税
還
付
金

・
食
糧
費

・
敬
老
祝
菓
子
製
造
等
業
務

委
託
料

・
学
校
情
報
機
器
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
等
業
務
委
託
料

で
す
。

飲
食
、
宿
泊
、
旅
客
業
の
応

援
助
成
金

中
村
恵
美
子
議
員

売
り
上

げ
が
前
年
同
月
比
50
％
減
で

は
な
く
、
県
に
合
わ
せ
て

30
％
に
で
き
な
い
か
。

町
長

そ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
尊
重
し
た
い
。

田
中
智
之
議
員

昨
年
度
同

様
の
助
成
金
を
交
付
し
た
際
、

一
部
の
町
民
か
ら
な
ぜ
こ
の

業
種
だ
け
支
援
す
る
の
か
と

言
う
声
が
あ
っ
た
。
不
公
平

と
考
え
な
い
か
。

町
長

色
々
な
団
体
の
声
を

聞
き
、
今
回
は
特
に
こ
の
業

種
が
厳
し
い
と
判
断
し
た
。

子
育
て
・
生
活
応
援
事
業
補

助
金

田
中
智
之
議
員

ハ
ッ
ピ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
全
町
民
に
配
付

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
使
え

る
店
を
ど
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
す

る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

加
盟
店
の

公
募
を
行
い
、
一
覧
表
を
作

成
し
、
チ
ケ
ッ
ト
発
送
時
に

同
封
す
る
。

青
木
順
議
員

ハ
ッ
ピ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
利
用
率
が
上
が
る

よ
う
で
き
な
い
か
。

町
長

前
回
は
業
種
に
よ
る

利
用
率
に
差
が
あ
っ
た
。
高

め
ら
れ
る
よ
う
、Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

QQ

Q Q

A
見
直
し
検
討
す
る

A
商
工
会
と
一
緒
に

Ｐ
Ｒ
す
る

A
全
て
の
業
種
の

支
援
は
厳
し
い

A
加
盟
店
の
一
覧
表

を
作
成
す
る

第
５
回  

臨
時
会

７
月
７
日

第
６
回  

臨
時
会

８
月
６
日

質問項目

Q１

Vol.9

雨の日も風の日もいつもありがとう

１２１２

１２

１２

１２

登下校の見守り活動の中
で思うこと、感じたこと
は？

Q２ 町に期待することは？

山小地区
子ども見守り隊の声

議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令和３年第５回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年第６回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第３号）

聖籠町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

聖籠町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町教育委員会委員の任命につき同意を求めるについて

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第４号）

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第５号）

令和３年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和３年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計補正予算（第１号）

令和３年度聖籠町水道事業会計補正予算（第２号）

令和２年度聖籠町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町下水道事業会計決算の認定について

令和２年度聖籠町水道事業会計決算の認定について

財産の処分について［旧医師住宅売払い］

「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校の教育環境整備を
はかるため、私学助成増額・拡充を求める意見書」の採択を求める請願

令和２年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計歳入歳出決算の
認定について

コロナ禍において私立高校生が学費の心配なく学校で学び続けられるよ
う、私学助成増額・拡充を求める意見書（国あて）
コロナ禍において私立高校生が学費の心配なく学校で学び続けられるよ
う、私学助成増額・拡充を求める意見書（県あて）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

議員定数・議員報酬に係る特別委員会設置に関する決議
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長
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長
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願
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長
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五
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栄

長
谷
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六
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須
貝

龍
夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

光
子

髙
松

守
雄

田
中

智
之

青
木

順
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沢
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や
か

手
嶋
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穂
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－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

議　案　等

１
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可決

同意
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可決
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可決

可決

認定

認定

認定

認定
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認定

認定

可決

採択

可決

可決

可決

可決
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令和３年第３回聖籠町議会定例会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1011 令和３年10月／136号令和３年10月／136号

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
８
８
万
円
を
追
加
し
、

総
額
81
億
４
３
３
１
万
円
と

定
め
る
予
算
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、

歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金

・
指
定
寄
付
金

・
繰
越
金

歳
出

・
町
税
還
付
金

・
食
糧
費

・
敬
老
祝
菓
子
製
造
等
業
務

委
託
料

・
学
校
情
報
機
器
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
等
業
務
委
託
料

で
す
。

飲
食
、
宿
泊
、
旅
客
業
の
応

援
助
成
金

中
村
恵
美
子
議
員

売
り
上

げ
が
前
年
同
月
比
50
％
減
で

は
な
く
、
県
に
合
わ
せ
て

30
％
に
で
き
な
い
か
。

町
長

そ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
尊
重
し
た
い
。

田
中
智
之
議
員

昨
年
度
同

様
の
助
成
金
を
交
付
し
た
際
、

一
部
の
町
民
か
ら
な
ぜ
こ
の

業
種
だ
け
支
援
す
る
の
か
と

言
う
声
が
あ
っ
た
。
不
公
平

と
考
え
な
い
か
。

町
長

色
々
な
団
体
の
声
を

聞
き
、
今
回
は
特
に
こ
の
業

種
が
厳
し
い
と
判
断
し
た
。

子
育
て
・
生
活
応
援
事
業
補

助
金

田
中
智
之
議
員

ハ
ッ
ピ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
全
町
民
に
配
付

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
使
え

る
店
を
ど
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
す

る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

加
盟
店
の

公
募
を
行
い
、
一
覧
表
を
作

成
し
、
チ
ケ
ッ
ト
発
送
時
に

同
封
す
る
。

青
木
順
議
員

ハ
ッ
ピ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
利
用
率
が
上
が
る

よ
う
で
き
な
い
か
。

町
長

前
回
は
業
種
に
よ
る

利
用
率
に
差
が
あ
っ
た
。
高

め
ら
れ
る
よ
う
、Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

見
守
り
、
育
て
る
こ
と

は
大
人
の
責
務
と
思
い
、

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

  

の
び
の
び
と
育
っ
て
い

け
る
よ
う
、
先
生
に
負
担

の
な
い
人
員
配
置
を
願
い

ま
す
。

  

子
ど
も
た
ち
が
事
故
や

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
安
心
し

て
通
学
で
き
る
こ
と
で
す
。

  
歩
道
の
な
い
通
学
道
路

は
危
険
。
早
急
な
対
応
を

望
み
ま
す
。

  

元
気
に
学
習
と
遊
び
を

頑
張
る
子
ど
も
た
ち
か
ら

力
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

  

高
齢
者
が
安
心
し
て
楽

し
く
暮
ら
せ
る
町
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

  

班
長
さ
ん
な
ど
高
学
年

が
低
学
年
を
連
れ
て
歩
く

姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
で
す
。

  

時
々
さ
れ
て
い
ま
す
が

通
学
中
に
車
で
呼
び
か
け

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

  

子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ

つ
と
笑
顔
で
元
気
を
も
ら

い
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

お
も
し
ろ
さ
、
楽
し
さ
を

育
て
て
ほ
し
い
で
す
。
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ

う
に
、
歩
道
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

50
％
減
は
妥
当
か

Q
業
種
選
択
に

不
公
平
は
な
い
か

Q

利
用
率
の
改
善
を

Q
ハ
ピ
チ
ケ
の

周
知
徹
底
を

Q

A
見
直
し
検
討
す
る

A
商
工
会
と
一
緒
に

Ｐ
Ｒ
す
る

A
全
て
の
業
種
の

支
援
は
厳
し
い

A
加
盟
店
の
一
覧
表

を
作
成
す
る

第
５
回  

臨
時
会

７
月
７
日

第
６
回  

臨
時
会

８
月
６
日

質問項目

Q１

Vol.9

あかぎ       あつこ

（桃山）（桃山）
赤木 厚子さん

いがらし       ひさこ

五十嵐 久子さん

（蓮潟） （蓮潟）

いからし       じゅんこ

五十嵐 順子さん
さくま          まりこ

佐久間 真利子さん

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。さん

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（蓮潟）

かんだ      まさこ

神田 正子さん
雨の日も風の日もいつもありがとう

１２１２

１２

１２

１２

登下校の見守り活動の中
で思うこと、感じたこと
は？

Q２ 町に期待することは？

山小地区
子ども見守り隊の声

議 員 表 決 結 果 報 告
令和３年第５回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年第６回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第３号）

聖籠町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

聖籠町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町教育委員会委員の任命につき同意を求めるについて

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第４号）

令和３年度聖籠町一般会計補正予算（第５号）

令和３年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和３年度聖籠町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和３年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計補正予算（第１号）

令和３年度聖籠町水道事業会計補正予算（第２号）

令和２年度聖籠町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度聖籠町下水道事業会計決算の認定について

令和２年度聖籠町水道事業会計決算の認定について

財産の処分について［旧医師住宅売払い］

「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校の教育環境整備を
はかるため、私学助成増額・拡充を求める意見書」の採択を求める請願

令和２年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計歳入歳出決算の
認定について

コロナ禍において私立高校生が学費の心配なく学校で学び続けられるよ
う、私学助成増額・拡充を求める意見書（国あて）
コロナ禍において私立高校生が学費の心配なく学校で学び続けられるよ
う、私学助成増額・拡充を求める意見書（県あて）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
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安
全 安全な通学路　早急に確保せよ

民
営
化

長谷川六男議員の
視点

公約にない
こども園民営化 なぜ
町長 選挙公報の公約

に表現
町長 県道２カ所に

信号設置

長谷川六男議員の

    視点

　
　今
年
度
、
通
学
路
に
新

た
な
事
故
防
止
対
策
の
予
定

は
あ
る
か
。

　
　
　県
道
２
カ
所
に
押
し

ボ
タ
ン
式
信
号
を
設
置
予
定
。

場
所
は
、
網
代
浜
新
発
田
線

の
新
発
田
ガ
ス
営
業
所
脇
と

新
潟
新
発
田
村
上
線
の
真
野

地
内
で
あ
る
。

　
　今
後
、
中
学
校
冬
季
通

学
バ
ス
の
運
行
に
変
更
は
。

　
　
　
　運
行
内
容
は
大
き

く
変
更
し
な
い
。
事
業
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
、

保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

必
要
な
改
善
策
を
講
じ
る
。

　
　来
年
度
新
た
な
子
育
て

シ
ス
テ
ム
に
変
更
さ
れ
、
幼

稚
園
で
の
通
園
バ
ス
は
運
行

し
な
く
な
る
。
朝
夕
の
個
々

の
送
迎
で
、
道
路
の
通
行
に

支
障
は
出
な
い
か
。

　
　
　
　今
後
は
保
護
者
送

迎
に
な
る
た
め
、
周
辺
道
路

の
交
通
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
配
慮
が
全
て
の
園
で
さ
れ

て
い
る
。

　
　中
学
校
の
中
庭
デ
ッ
キ

改
修
工
事
を
進
め
る
と
、
委

員
会
で
説
明
が
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
日
程
で
進
め
る
予

定
か
。

　
　
　
　教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
次
年
度
に
改
修
工
事

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　３
年
前
に
町
民
会
館
の

改
修
工
事
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
、
町
が
調
査
業
務
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
舞
台
の

つ
り
物
改
修
工
事
以
降
、
工

事
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の

他
の
改
修
工
事
は
進
め
な
い

の
か
。

　
　
　今
年
は
ト
イ
レ
便
座

15
カ
所
に
温
水
洗
浄
便
座
の

設
置
と
、
小
ホ
ー
ル
の
音
響

設
備
入
替
工
事
を
実
施
し
た
。

今
後
も
予
算
と
緊
急
度
を
考

慮
し
、
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　各
集
落
公
会
堂
で
の
エ

ア
コ
ン
、
外
壁
、
屋
根
等
の

補
修
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
集
落
に
よ
っ
て

は
、
補
修
の
進
ん
で
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
町
と
し
て

補
修
を
促
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　区
長
会
議
を
通
じ
て

引
き
続
き
補
修
等
に
関
す
る

補
助
制
度
の
周
知
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
変

更
や
新
発
田
駅
へ
の
乗
り
入

れ
等
、
利
用
者
目
線
で
の
改

善
が
行
わ
れ
て
約
1
年
経
っ

た
。
今
後
の
改
善
点
は
。

　
　
　利
用
状
況
の
分
析
結

果
や
、
利
用
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
基
に
、
見
直
し
の
必
要
性

に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討
す

る
。　

　来
年
度
、
４
月
か
ら
子

育
て
シ
ス
テ
ム
が
変
更
さ
れ

る
。
現
状
で
予
想
さ
れ
る
懸

念
は
あ
る
か
。

　
　
　
　特
段
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
な
い
。
町
と
社

会
福
祉
法
人
と
が
協
力
・
連

携
し
な
が
ら
、
円
滑
な
新
体

制
へ
の
移
行
に
向
け
て
準
備

し
た
い
。
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　な
ぜ
公
約
に
掲
げ
て
い

な
い
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

　
　
　当
時
の
選
挙
公
報
に
、

こ
ど
も
園
体
制
を
早
急
に
検

証
し
新
た
な
対
応
を
行
う
と

あ
る
。

　
　民
間
の
職
員
と
公
務
員

が
同
じ
職
場
で
働
く
と
な
る

と
、
賃
金
や
福
利
厚
生
な
ど

の
待
遇
面
の
違
い
に
よ
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　本
人
の
同
意
を
得

て
行
う
派
遣
で
あ
り
、
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
。

　
　出
向
職
員
の
役
職
は
。

　
　
　
　認
定
こ
ど
も
園
で

は
役
職
の
制
度
は
な
い
が
、

町
に
戻
っ
た
場
合
は
前
と
同

様
の
役
職
と
な
る
。

　
　派
遣
人
数
は
。
ま
た
、

幼
稚
園
教
諭
か
ら
一
般
職
に

変
更
を
希
望
し
て
い
る
職
員

は
い
る
か
。

　
　
　
　現
段
階
で
は
確
定

し
て
い
な
い
。
意
向
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

　
　

　
　千
葉
県
八
街
市
で
下
校

途
中
の
児
童
が
死
傷
し
た
痛

ま
し
い
事
故
を
受
け
て
、
文

部
科
学
省
は
通
学
路
を
合
同

点
検
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

町
は
実
施
し
た
か
。
そ
の
結

果
は
。

　
　
　
　通
学
路
の
現
状
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
を
含
め
県
に
報
告
す
る
。

　
　町
は
通
学
路
の
歩
道
整

備
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。
前
倒

し
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　別
條
集
落
か
ら
蓮
野

集
落
ま
で
は
、
今
年
度
で
別

條
集
落
入
口
ま
で
完
成
予
定
。

聖
籠
中
学
校
か
ら
苔
沼
集
落

ま
で
の
通
学
路
、
本
三
賀
集

落
か
ら
中
の
橋
集
落
ま
で
の

通
学
路
は
、
早
期
の
整
備
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。

全
体
計
画
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
前
倒
し
は
厳
し

い
も
の
と
考
え
る
。

　
　65
歳
以
上
の
接
種
状
況

は
。　

　
　８
月
末
時
点
で
94
・

7
％
の
方
が
接
種
済
み
、
ま

た
は
予
約
済
み
。

　
　接
種
の
効
果
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　町
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て
い
る
。

　
　接
種
後
、
重
い
副
反
応

が
出
た
人
は
い
た
か
。

　
　
　8
月
末
時
点
で
は
報

告
は
な
い
。

　
　ワ
ク
チ
ン
不
足
が
生
じ

た
。
な
ぜ
不
足
に
な
る
こ
と

を
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
接
種
希
望
者
に
影
響

は
出
た
か
。

　
　
　ワ
ク
チ
ン
の
配
分
量

の
変
化
を
町
が
予
測
す
る
こ

と
は
無
理
だ
。
今
の
と
こ
ろ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
影
響
は
出

て
い
な
い
。

　
　児
童
ク
ラ
ブ
で
感
染
者

が
出
た
後
、
な
ぜ
閉
鎖
し
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　施
設
の
消
毒
作
業

状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
臨
時
閉
所
ま
で
至

ら
な
い
と
考
え
た
。
厚
生
労

働
省
の
方
針
に
基
づ
き
、
利

用
自
粛
要
請
が
適
当
と
判
断

し
た
。

通
学
路
の
合
同
点
検

実
施
し
た
か

町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
現
状
は

町
長
の
各
施
策
に
改

善
点
は

各
公
共
施
設
の
改
修

整
備
予
定
は
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。
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目
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経
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点
は
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状
況
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分
析
結

果
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者
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ど
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意
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見
直
し
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必
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継
続
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す
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、
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月
か
ら
子
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て
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ス
テ
ム
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更
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。
現
状
で
予
想
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れ
る
懸

念
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あ
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。

　
　
　
　特
段
懸
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い
る
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と
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い
。
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社
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福
祉
法
人
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協
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。
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途
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の
児
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が
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。
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長

町
長

町
長

ま
う
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前
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厳
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も
の
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。
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災害時の盤石な体制づくりを

町長 地域防災計画を
見直し中

感
染
対
策

長谷川六男議員の
視点

町HPでも感染者状況の確認を

町長 担当課で検討する

伊藤千穂議員の

  視点多
様
性

宮沢さやか議員の

    視点

　
　地
域
の
防
災
に
日
ご
ろ

か
ら
女
性
が
携
わ
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
災
害
発
生
時
に
女

性
の
要
望
や
意
見
が
重
要
視

さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
町

の
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す

る
際
に
、
女
性
は
ど
の
程
度

参
加
し
て
い
る
か
。

　
　
　地
域
防
災
計
画
の
策

定
や
防
災
に
関
す
る
意
思
決

定
の
場
と
し
て
、
聖
籠
町
防

災
会
議
を
組
織
し
て
い
る
。

女
性
メ
ン
バ
ー
は
１
人
で
、

構
成
比
３
・
２
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
　災
害
弱
者
と
さ
れ
る
要

配
慮
者
に
は
、
避
難
時
に
ど

う
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。　

　
　要
配
慮
者
を
リ
ス
ト

化
し
た
災
害
時
要
援
護
者
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
関
係
機
関

に
配
布
す
る
こ
と
で
地
域
で

の
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
　避
難
所
の
設
置
は
、
女

性
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　避
難
者
が
自
由
に
使

用
で
き
る
福
祉
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
女
性
を

は
じ
め
と
す
る
避
難
者
の
ス

ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

　
　町
に
住
む
外
国
人
に
対

し
て
、
十
分
な
避
難
体
制
が

取
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　外
国
人
の
人
口
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
迅
速
・
的

確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
災

害
時
の
避
難
行
動
は
、
共
生

を
目
指
す
上
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
。
全
体
と
し
て
町
で
は
遅

れ
て
い
る
部
分
だ
。

　
　「聖
籠
町
い
の
ち
支
え

る
自
殺
対
策
計
画
」
に
よ
る

と
、
自
殺
死
亡
者
数
の
最
終

数
値
目
標
を
ゼ
ロ
人
と
設
定

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
か
。

　
　
　狭
義
の
自
殺
対
策
だ

け
で
な
く
、
生
き
る
支
援
に

関
し
て
、
関
係
部
署
・
機
関

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
　生
活
貧
困
問
題
や
孤
立

化
な
ど
が
要
因
の
女
性
の
自

殺
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
方
へ
、
早
期
介
入
等

的
確
な
支
援
が
必
要
。
町
で

行
っ
て
い
る
事
業
を
、
今
後

も
継
続
・
拡
充
し
て
い
く
。

　
　夏
休
み
な
ど
、
長
期
の

休
み
明
け
に
多
い
子
ど
も
の

自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
は
。

　
　
　
　日
ご
ろ
か
ら
児

童
・
生
徒
の
観
察
や
定
期
的

な
面
談
、
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
り
悩
み
を
抱
え
て
い

る
児
童
・
生
徒
や
、
自
殺
リ

ス
ク
が
高
い
児
童
・
生
徒
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
や
県
の
通
知
を
基

に
命
を
守
る
取
り
組
み
を
日

常
的
に
行
い
、
自
殺
防
止
に

努
め
て
い
る
。

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　感
染
症
対
策
を
講
じ
つ

つ
、
心
身
の
健
康
の
た
め
に

文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
も
重
要
と

思
う
。
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　イ
ベ
ン
ト
開
催
の
基

準
を
作
成
し
、
統
一
的
に
開

催
可
否
を
判
断
し
て
い
る
。

　
　定
期
利
用
団
体
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
へ
の
感
染

症
対
策
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　
　電
話
や
文
書
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
　メ
ー
ル
で
の
連
絡
方
法

も
あ
る
。
検
討
し
て
は
。

　
　
　
　検
討
意
義
は
あ
る
。

　
　町
の
公
共
施
設
で
の
感

染
症
対
策
は
。

　
　
　各
公
共
施
設
に
手
指

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
、
庁

舎
・
町
民
会
館
に
は
非
接
触

型
の
体
温
計
を
設
置
。
ま
た

定
期
的
な
換
気
や
消
毒
等
を

実
施
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　出
入
り
口
に
配
置
が
な

い
施
設
も
あ
る
。
今
後
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　内
部
で
検
討
し
た
い
。

　
　町
の
Ｈ
Ｐ
上
で
も
感
染

者
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う

対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
　感
染
防
止
対
策
の
注

意
喚
起
と
い
う
点
か
ら
も
必

要
と
思
う
。
担
当
課
で
検
討

さ
せ
た
い
。

　
　令
和
２
年
９
月
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対

象
年
齢
と
助
成
回
数
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
検
討
結
果
は
。

　
　
　任
意
の
予
防
接
種
の

全
助
成
事
業
に
対
し
検
討
中
。

対
象
年
齢
や
回
数
に
つ
い
て

は
改
正
を
予
定
し
て
お
り
、

要
綱
改
正
も
含
め
準
備
中
で

あ
る
。

　
　小
・
中
学
校
で
は
、
性

や
命
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
全
体
指
導
計
画
を
作

成
し
、
年
齢
や
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
。

　
　医
師
や
助
産
師
な
ど
の

外
部
講
師
を
招
い
た
研
修
会

実
施
の
考
え
は
。
ま
た
保
護

者
も
一
緒
に
学
ぶ
機
会
と
し

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　外
部
講
師
を
招
い

た
指
導
は
実
施
し
て
い
る
。

各
学
校
で
児
童
・
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
必
要
で
あ
れ
ば
保
護
者

向
け
の
研
修
会
等
を
学
校
と

協
議
し
た
い
。

　
　全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て

も
人
目
を
気
に
せ
ず
支
援
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
安
心

し
た
学
校
生
活
を
送
る
上
で

も
必
要
な
こ
と
だ
。

管
理
や
衛
生
面
の
課
題
も

あ
る
が
、
本
町
で
も
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
備
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　生
理
用
品
は
小
・

中
学
校
と
も
に
保
健
室
の
人

目
に
触
れ
な
い
棚
の
中
に
保

管
し
て
い
る
。
現
状
で
支
障

が
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問問問問問問

問

問問

問
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長

町
長
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長
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教
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教
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長

教
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長

教
育
長

教
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長
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災害時の盤石な体制づくりを

町長 地域防災計画を
見直し中

感
染
対
策

長谷川六男議員の
視点

町HPでも感染者状況の確認を

町長 担当課で検討する

伊藤千穂議員の

  視点多
様
性

宮沢さやか議員の

    視点

　
　地
域
の
防
災
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日
ご
ろ

か
ら
女
性
が
携
わ
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
災
害
発
生
時
に
女

性
の
要
望
や
意
見
が
重
要
視

さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
町

の
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す

る
際
に
、
女
性
は
ど
の
程
度

参
加
し
て
い
る
か
。

　
　
　地
域
防
災
計
画
の
策

定
や
防
災
に
関
す
る
意
思
決

定
の
場
と
し
て
、
聖
籠
町
防

災
会
議
を
組
織
し
て
い
る
。

女
性
メ
ン
バ
ー
は
１
人
で
、
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成
比
３
・
２
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
　災
害
弱
者
と
さ
れ
る
要

配
慮
者
に
は
、
避
難
時
に
ど

う
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。　

　
　要
配
慮
者
を
リ
ス
ト

化
し
た
災
害
時
要
援
護
者
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
関
係
機
関

に
配
布
す
る
こ
と
で
地
域
で

の
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
　避
難
所
の
設
置
は
、
女

性
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　避
難
者
が
自
由
に
使

用
で
き
る
福
祉
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
女
性
を

は
じ
め
と
す
る
避
難
者
の
ス

ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

　
　町
に
住
む
外
国
人
に
対

し
て
、
十
分
な
避
難
体
制
が

取
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　外
国
人
の
人
口
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
迅
速
・
的

確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
災

害
時
の
避
難
行
動
は
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生

を
目
指
す
上
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
。
全
体
と
し
て
町
で
は
遅

れ
て
い
る
部
分
だ
。

　
　「聖
籠
町
い
の
ち
支
え

る
自
殺
対
策
計
画
」
に
よ
る

と
、
自
殺
死
亡
者
数
の
最
終

数
値
目
標
を
ゼ
ロ
人
と
設
定

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
か
。

　
　
　狭
義
の
自
殺
対
策
だ

け
で
な
く
、
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る
支
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に

関
し
て
、
関
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部
署
・
機
関

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
　生
活
貧
困
問
題
や
孤
立

化
な
ど
が
要
因
の
女
性
の
自

殺
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
方
へ
、
早
期
介
入
等

的
確
な
支
援
が
必
要
。
町
で

行
っ
て
い
る
事
業
を
、
今
後

も
継
続
・
拡
充
し
て
い
く
。

　
　夏
休
み
な
ど
、
長
期
の

休
み
明
け
に
多
い
子
ど
も
の

自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
は
。

　
　
　
　日
ご
ろ
か
ら
児

童
・
生
徒
の
観
察
や
定
期
的

な
面
談
、
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
り
悩
み
を
抱
え
て
い

る
児
童
・
生
徒
や
、
自
殺
リ

ス
ク
が
高
い
児
童
・
生
徒
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
や
県
の
通
知
を
基

に
命
を
守
る
取
り
組
み
を
日

常
的
に
行
い
、
自
殺
防
止
に

努
め
て
い
る
。

問問問 町
長
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長
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長
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長

町
長

　
　感
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症
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を
講
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つ
、
心
身
の
健
康
の
た
め
に

文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
も
重
要
と

思
う
。
町
主
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の
イ
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ン
ト

開
催
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　イ
ベ
ン
ト
開
催
の
基

準
を
作
成
し
、
統
一
的
に
開

催
可
否
を
判
断
し
て
い
る
。

　
　定
期
利
用
団
体
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
へ
の
感
染

症
対
策
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　
　電
話
や
文
書
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
　メ
ー
ル
で
の
連
絡
方
法

も
あ
る
。
検
討
し
て
は
。

　
　
　
　検
討
意
義
は
あ
る
。

　
　町
の
公
共
施
設
で
の
感

染
症
対
策
は
。

　
　
　各
公
共
施
設
に
手
指

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
、
庁

舎
・
町
民
会
館
に
は
非
接
触

型
の
体
温
計
を
設
置
。
ま
た

定
期
的
な
換
気
や
消
毒
等
を

実
施
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　出
入
り
口
に
配
置
が
な

い
施
設
も
あ
る
。
今
後
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　内
部
で
検
討
し
た
い
。

　
　町
の
Ｈ
Ｐ
上
で
も
感
染

者
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う

対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
　感
染
防
止
対
策
の
注

意
喚
起
と
い
う
点
か
ら
も
必

要
と
思
う
。
担
当
課
で
検
討

さ
せ
た
い
。

　
　令
和
２
年
９
月
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対

象
年
齢
と
助
成
回
数
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
検
討
結
果
は
。

　
　
　任
意
の
予
防
接
種
の

全
助
成
事
業
に
対
し
検
討
中
。

対
象
年
齢
や
回
数
に
つ
い
て

は
改
正
を
予
定
し
て
お
り
、

要
綱
改
正
も
含
め
準
備
中
で

あ
る
。

　
　小
・
中
学
校
で
は
、
性

や
命
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
全
体
指
導
計
画
を
作

成
し
、
年
齢
や
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
。

　
　医
師
や
助
産
師
な
ど
の

外
部
講
師
を
招
い
た
研
修
会

実
施
の
考
え
は
。
ま
た
保
護

者
も
一
緒
に
学
ぶ
機
会
と
し

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　外
部
講
師
を
招
い

た
指
導
は
実
施
し
て
い
る
。

各
学
校
で
児
童
・
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
必
要
で
あ
れ
ば
保
護
者

向
け
の
研
修
会
等
を
学
校
と

協
議
し
た
い
。

　
　全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て

も
人
目
を
気
に
せ
ず
支
援
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
安
心

し
た
学
校
生
活
を
送
る
上
で

も
必
要
な
こ
と
だ
。

管
理
や
衛
生
面
の
課
題
も

あ
る
が
、
本
町
で
も
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
備
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　生
理
用
品
は
小
・

中
学
校
と
も
に
保
健
室
の
人

目
に
触
れ
な
い
棚
の
中
に
保

管
し
て
い
る
。
現
状
で
支
障

が
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問問問問問問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

者
も
一
緒
に
学
ぶ
機
会
と
し

結いハートにも非接触型体温計が設置されました。
手のひらでも測定できますよ。
結いハートにも非接触型体温計が設置されました。
手のひらでも測定できますよ。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

問問

問

誰もが迅速に避難できるように！誰もが迅速に避難できるように！

町
長

生
命
（
い
の
ち
）
の

安
全
教
育

自
殺
者
数
ゼ
ロ

対
策
は
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東港に期待感高まる

町長 新たな方向に
向かうと考える

コ
ロ
ナ
禍

長谷川六男議員の
視点

感染者　
入院・治療できているか
町長 町では

把握していない

青木　順議員の

  視点将
来
性

中村恵美子議員の

    視点

　
　バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

サ
ン
ラ
イ
ズ
ゴ
ル
フ
場
の
一

部
に
建
設
さ
れ
る
が
、
ど
の

程
度
利
用
し
、
残
り
の
土
地

は
ど
う
す
る
予
定
か
。

　
　
　約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
使

用
し
、
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
残
る
。
残
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
将
来
の
こ
と

を
踏
ま
え
考
え
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
　東
港
工
業
地
帯
で
未
利

用
地
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　
　現
在
、
11
・
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
が
4
・
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
活
用
す
る
。

　
　新
た
に
東
港
工
業
用
地

を
拡
大
整
備
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

と
い
う
意
味
で
は
、
事
業
用

地
の
拡
張
は
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
　平
成
24
年
に
、
県
が
現

在
藤
寄
駅
で
止
ま
っ
て
い
る

鉄
道
を
東
港
ま
で
延
長
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　県
は
鉄
道
貨
物
輸
送

に
適
し
た
輸
出
入
貨
物
の
掘

り
起
こ
し
に
取
り
組
み
、
国

土
交
通
省
、Ｊ
Ｒ
貨
物
な
ど

関
係
機
関
と
勉
強
会
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
今
後

具
体
化
に
向
け
進
む
と
考
え

て
い
る
。

　
　町
長
自
身
が
東
港
の
活

性
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
。
ま
た
、

そ
れ
に
伴
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

は
起
こ
し
て
い
る
か
。

　
　
　東
港
に
立
地
す
る
企

業
に
新
た
な
設
備
投
資
を
促

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
工
業
用
地
の

拡
張
も
重
要
で
あ
り
、
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　聖
籠
海
岸
の
整
備
も
必

要
で
あ
る
。
総
合
計
画
に
は
、

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

　
　
　今
も
聖
籠
海
岸
を
会

場
に
セ
ー
リ
ン
グ
や
サ
ー

フ
ィ
ン
の
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
、
町
主

催
の
全
国
的
な
サ
ー
フ
ィ
ン

大
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
。

来
年
は
ぜ
ひ
こ
の
大
会
を
開

催
し
た
い
。

　
　多
く
の
自
治
体
で
、
芸

能
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
有
名
人

が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
観
光
大
使
な

ど
に
任
命
さ
れ
、
ふ
る
さ
と

ア
ピ
ー
ル
に
尽
力
し
て
い
る
。

聖
籠
町
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
地
元

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
今
後

町
に
も
任
命
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
振
興
は
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
仮
に

町
の
制
度
と
し
て
実
施
し
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
、
町
を
応

援
し
た
い
方
々
と
町
と
が
双

方
に
負
担
感
な
く
実
施
で
き

る
方
法
を
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長

町
長

町
長

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴
は
、
軽
症
だ

と
さ
れ
て
い
る
症
状
の
悪
化

が
急
激
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

１
人
暮
ら
し
の
自
宅
療
養
で

症
状
が
一
気
に
悪
化
し
て
、

連
絡
も
で
き
ず
に
命
を
落
と

す
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
町
民
は
、
し
っ
か
り

入
院
や
治
療
が
で
き
て
い
る

か
。　

　
　県
の
保
健
所
が
行
っ

て
い
る
業
務
の
た
め
、
町
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。
町
民

の
方
で
、
本
来
は
入
院
が
必

要
な
症
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
む
を
得
ず
自
宅
待
機
を
お

願
い
す
る
な
ど
、
入
院
調
整

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　政
府
に
対
し
、
入
院
が

必
要
な
患
者
以
外
は
自
宅
療

養
を
基
本
と
す
る
方
針
を
撤

回
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　誰
も
が
症
状
に
応
じ

て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
緊
急

的
な
対
応
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、

軽
症
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
宅

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
家
庭
内
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も

聞
い
て
い
る
。
県
に
対
し
て

は
、
引
き
続
き
宿
泊
療
養
施

設
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

　
　「
に
い
が
た
安
心
な
お

店
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

認
証
を
受
け
て
い
る
飲
食
店

は
、
１
日
申
請
受
付
会
に
参

加
し
、
認
証
を
受
け
て
い
る
。

近
隣
で
の
会
場
が
新
発
田
市

だ
っ
た
た
め
か
、
本
町
か
ら

は
１
店
舗
し
か
認
証
さ
れ
て

い
な
い
。
町
は
本
町
で
の
相

談
会
開
催
を
県
に
オ
フ
ァ
ー

し
た
の
か
。

　
　
　直
接
町
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
は
し
て
い
な
い
。
町

で
は
、
県
か
ら
周
知
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ
た
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
後
に
お

い
て
も
、
町
と
し
て
引
き
続

き
マ
ス
ク
着
用
や
飲
食
の
際

の
注
意
点
な
ど
を
周
知
し
て
、

町
内
の
感
染
者
拡
大
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
な
い

か
。　

　
　以
前
か
ら
広
報
や
町

が
行
う
事
業
な
ど
で
３
密
回

避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指

消
毒
な
ど
感
染
対
策
の
徹
底

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
減

免
制
度
の
周
知
を
、
加
入
者

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　７
月
の
国
民
健
康
保

険
税
の
納
税
通
知
書
送
付
時

に
、
減
免
制
度
の
チ
ラ
シ
を

同
封
し
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
せ
い
ろ
う
７
月
号

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問問

問

問 町
長

町
長

町
長

「にいがた安心なお店応援プロジェクト」の認証店を増やせ「にいがた安心なお店応援プロジェクト」の認証店を増やせ

問町
長

問

問

東港の活性化は町の活性化東港の活性化は町の活性化

新
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東港に期待感高まる

町長 新たな方向に
向かうと考える

コ
ロ
ナ
禍

長谷川六男議員の
視点

感染者　
入院・治療できているか
町長 町では

把握していない

青木　順議員の

  視点将
来
性

中村恵美子議員の

    視点

　
　バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

サ
ン
ラ
イ
ズ
ゴ
ル
フ
場
の
一

部
に
建
設
さ
れ
る
が
、
ど
の

程
度
利
用
し
、
残
り
の
土
地

は
ど
う
す
る
予
定
か
。

　
　
　約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
使

用
し
、
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
残
る
。
残
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
将
来
の
こ
と

を
踏
ま
え
考
え
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
　東
港
工
業
地
帯
で
未
利

用
地
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　
　現
在
、
11
・
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
が
4
・
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
活
用
す
る
。

　
　新
た
に
東
港
工
業
用
地

を
拡
大
整
備
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

と
い
う
意
味
で
は
、
事
業
用

地
の
拡
張
は
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
　平
成
24
年
に
、
県
が
現

在
藤
寄
駅
で
止
ま
っ
て
い
る

鉄
道
を
東
港
ま
で
延
長
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　県
は
鉄
道
貨
物
輸
送

に
適
し
た
輸
出
入
貨
物
の
掘

り
起
こ
し
に
取
り
組
み
、
国

土
交
通
省
、Ｊ
Ｒ
貨
物
な
ど

関
係
機
関
と
勉
強
会
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
今
後

具
体
化
に
向
け
進
む
と
考
え

て
い
る
。

　
　町
長
自
身
が
東
港
の
活

性
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
。
ま
た
、

そ
れ
に
伴
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

は
起
こ
し
て
い
る
か
。

　
　
　東
港
に
立
地
す
る
企

業
に
新
た
な
設
備
投
資
を
促

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
工
業
用
地
の

拡
張
も
重
要
で
あ
り
、
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　聖
籠
海
岸
の
整
備
も
必

要
で
あ
る
。
総
合
計
画
に
は
、

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

　
　
　今
も
聖
籠
海
岸
を
会

場
に
セ
ー
リ
ン
グ
や
サ
ー

フ
ィ
ン
の
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
、
町
主

催
の
全
国
的
な
サ
ー
フ
ィ
ン

大
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
。

来
年
は
ぜ
ひ
こ
の
大
会
を
開

催
し
た
い
。

　
　多
く
の
自
治
体
で
、
芸

能
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
有
名
人

が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
観
光
大
使
な

ど
に
任
命
さ
れ
、
ふ
る
さ
と

ア
ピ
ー
ル
に
尽
力
し
て
い
る
。

聖
籠
町
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
地
元

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
今
後

町
に
も
任
命
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
振
興
は
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
仮
に

町
の
制
度
と
し
て
実
施
し
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
、
町
を
応

援
し
た
い
方
々
と
町
と
が
双

方
に
負
担
感
な
く
実
施
で
き

る
方
法
を
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長

町
長

町
長

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴
は
、
軽
症
だ

と
さ
れ
て
い
る
症
状
の
悪
化

が
急
激
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

１
人
暮
ら
し
の
自
宅
療
養
で

症
状
が
一
気
に
悪
化
し
て
、

連
絡
も
で
き
ず
に
命
を
落
と

す
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
町
民
は
、
し
っ
か
り

入
院
や
治
療
が
で
き
て
い
る

か
。　

　
　県
の
保
健
所
が
行
っ

て
い
る
業
務
の
た
め
、
町
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。
町
民

の
方
で
、
本
来
は
入
院
が
必

要
な
症
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
む
を
得
ず
自
宅
待
機
を
お

願
い
す
る
な
ど
、
入
院
調
整

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
　政
府
に
対
し
、
入
院
が

必
要
な
患
者
以
外
は
自
宅
療

養
を
基
本
と
す
る
方
針
を
撤

回
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　誰
も
が
症
状
に
応
じ

て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
緊
急

的
な
対
応
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、

軽
症
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
宅

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
家
庭
内
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も

聞
い
て
い
る
。
県
に
対
し
て

は
、
引
き
続
き
宿
泊
療
養
施

設
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

　
　「
に
い
が
た
安
心
な
お

店
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

認
証
を
受
け
て
い
る
飲
食
店

は
、
１
日
申
請
受
付
会
に
参

加
し
、
認
証
を
受
け
て
い
る
。

近
隣
で
の
会
場
が
新
発
田
市

だ
っ
た
た
め
か
、
本
町
か
ら

は
１
店
舗
し
か
認
証
さ
れ
て

い
な
い
。
町
は
本
町
で
の
相

談
会
開
催
を
県
に
オ
フ
ァ
ー

し
た
の
か
。

　
　
　直
接
町
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
は
し
て
い
な
い
。
町

で
は
、
県
か
ら
周
知
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ
た
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
後
に
お

い
て
も
、
町
と
し
て
引
き
続

き
マ
ス
ク
着
用
や
飲
食
の
際

の
注
意
点
な
ど
を
周
知
し
て
、

町
内
の
感
染
者
拡
大
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
な
い

か
。　

　
　以
前
か
ら
広
報
や
町

が
行
う
事
業
な
ど
で
３
密
回

避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指

消
毒
な
ど
感
染
対
策
の
徹
底

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
減

免
制
度
の
周
知
を
、
加
入
者

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　７
月
の
国
民
健
康
保

険
税
の
納
税
通
知
書
送
付
時

に
、
減
免
制
度
の
チ
ラ
シ
を

同
封
し
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
せ
い
ろ
う
７
月
号

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問問

問

問 町
長

町
長

町
長

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
な
い

険
税
の
納
税
通
知
書
送
付
時

に
、
減
免
制
度
の
チ
ラ
シ
を

同
封
し
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
せ
い
ろ
う
７
月
号

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

町

「にいがた安心なお店応援プロジェクト」の認証店を増やせ「にいがた安心なお店応援プロジェクト」の認証店を増やせ

問町
長

問

問

東港の活性化は町の活性化東港の活性化は町の活性化

新
型
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例
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７
月
27
日
、
担
当
課
よ
り

教
育
環
境
等
に
お
け
る
課
題

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
工
事
状

況…

７
、
８
月
中
に
各
園
で

入
札
を
行
い
、
そ
の
後
着
工

予
定
。

▼
園
バ
ス…

ま
だ
使
用
で
き

る
バ
ス
は
社
会
教
育
課
等
へ
、

そ
の
他
は
廃
車
と
す
る
予
定
。

バ
ス
停
は
、
来
年
３
月
ま
で

使
用
し
、
そ
の
後
の
利
用
・

廃
止
に
つ
い
て
は
集
落
で
の

利
用
も
考
え
ら
れ
る
た
め
区

長
に
声
掛
け
を
す
る
。

▼
聖
中
中
庭
デ
ッ
キ…

学
校

か
ら
の
補
修
要
望
も
あ
り
、

前
向
き
に
要
望
を
取
り
入
れ

る
。

▼
亀
代
小
学
校
窓
枠
サ
ッ
シ

の
改
修
工
事･･･

工
期
は
６

月
29
日
〜
９
月
26
日
の
予
定
。

な
お
、
９
月
中
で
の
学
校
利

用
を
配
慮
す
る
。

今
回
は
調
査
事
項
が
多
岐

に
わ
た
り
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
特
に
新
た
な
子

育
て
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
私
立

認
定
こ
ど
も
園
に
関
し
て
意

見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
町
と

が
連
携
し
、
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（文

責

小
川

勝
也
）

９
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た

広
報
研
修
会
。
今
年
度
は
本

町
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
あ
り
、
研
修
前
か
ら
研

さ
ん
を
積
む
良
い
機
会
に
な

る
と
、
期
待
感
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。

「
議
会
報ｰ

住
民
と
議
会
を

つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
見
出
し
の
重
要
性

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
に
よ

る
見
出
し
案
は
、
わ
か
り
や

す
く
目
を
引
く
も
の
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、①
記
事
の

中
か
ら
的
確
な
見
出
し
を
考

え
、
言
葉
を
置
き
換
え
る
こ

と
。②
簡
潔
か
つ
具
体
的
に

表
現
す
る
こ
と
の
２
点
。
心

掛
け
る
べ
き
こ
と
は
、
見
出

し
語
句
の
重
複
を
避
け
、
情

報
量
を
多
く
し
、
常
に
見
出

し
読
者
を
意
識
す
る
こ
と
で

す
。こ

の
研
修
結
果
を
全
議
員

で
共
有
し
、
今
後
の
紙
面
作

り
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（

文
責

宮
沢
さ
や
か
）

教
育
環
境
等
に
お
け
る
課
題
を
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

見
出
し
読
者
を
意
識

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

令
和
４
年
２
月
中
に
町

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、

議
会
だ
よ
り
、
広
報
せ
い

ろ
う
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

町民との意見交換会
開催決定

議会運営委員会

説
明
責
任

長谷川六男議員の
視点

蓮野こども園工事
地域への説明を
町長 コロナ禍であり

無理がある

田中智之議員の

  視点

　
　蓮
野
こ
ど
も
園
敷
地
内

の
工
事
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
く
。

壊
さ
れ
た
プ
ー
ル
を
見
て

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
卒
園
生
。

園
を
囲
む
松
が
伐
採
さ
れ

「
あ
れ
は
蓮
野
の
御
宮
様
の

防
風
林
な
の
に
」
と
憤
る
高

齢
者
。
「
誰
が
勝
手
に
民
間

委
託
な
ん
て
決
め
た
」
と
怒

る
親
子
。

建
物
を
造
る
と
い
う
こ
と

は
そ
の
地
域
の
風
景
・
歴
史

を
変
え
思
い
出
を
上
塗
り
す

る
。
こ
ど
も
園
の
シ
ス
テ
ム

移
行
の
内
容
等
を
、
利
害
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
地
域
住

民
に
丁
寧
に
説
明
し
納
得
し

て
い
た
だ
く
、
そ
の
よ
う
な

配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
状
況
中
、

不
特
定
多
数
を
集
め
て
の
説

明
会
に
は
無
理
が
あ
る
。
保

護
者
に
は
園
だ
よ
り
や
メ
ー

ル
配
信
、
地
域
住
民
に
は
広

報
や
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
随
時
情

報
発
信
し
て
い
る
。

　
　「
徹
底
的
に
情
報
を
公

開
し
、
町
民
の
意
見
を
聞
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」
が
町
長
の
公
約
だ
。
し

か
し
住
民
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

で
仕
事
が
な
い
中
、
や
っ
と

生
活
し
て
い
る
。
な
ぜ
今
こ

ど
も
園
に
何
億
も
か
け
る
の

か
」
、
「
町
有
地
だ
か
ら
何

し
て
も
い
い
っ
て
ワ
ケ
じ
ゃ

な
い
。
説
明
も
し
ね
で
」
と

い
う
声
も
聞
く
。
説
明
会
を

開
か
な
い
な
ら
町
長
自
ら
自

分
の
足
で
、
こ
う
い
う
声
を

求
め
て
回
っ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　極
論
を
言
え
ば
、
私

が
一
軒
一
軒
回
っ
て
意
見
を

聞
い
て
歩
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
い
か
が
な
の
か

と
、
逆
に
私
は
そ
う
考
え
る
。

文
面
と
は
い
え
説
明
を
し
、

意
見
が
あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ

を
と
、
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　昨
年
、
50
年
以
上
行
わ

れ
て
き
た
町
の
戦
没
者
慰
霊

祭
が
終
わ
っ
た
。
遺
族
会
の

解
散
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、

４
０
０
以
上
の
御
霊
が
眠
っ

て
い
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
町
独
自
の
慰
霊
祭
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　実
施
に
は
遺
族
会
の

意
向
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
だ
。

町
独
自
の
慰
霊
祭
開
催
が
本

来
の
趣
旨
に
沿
う
有
意
義
な

も
の
か
、
難
し
い
課
題
だ
。

　
　町
長
は
本
町
の
戦
没
者

が
何
人
か
わ
か
る
か
。

　
　
　間
違
い
が
あ
る
と
大

変
失
礼
に
あ
た
る
。
今
急
に

聞
か
れ
て
も
、
正
し
い
数
字

は
、
答
え
は
控
え
て
お
く
。

　
　子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和

教
育
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

る
。　

　
　
　兵
器
を
用
い
て
自

己
主
張
を
通
す
の
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
の
中
で
他
人
へ

の
誹
謗
中
傷
行
為
を
排
除
す

る
意
識
を
高
め
行
動
で
き
る

能
力
を
養
う
こ
と
。
つ
ま
り

多
様
性
を
認
め
合
う
態
度
の

育
成
が
平
和
教
育
の
基
盤
。

問

問

問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

戦
争
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
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委員会レポート委員会レポート
７
月
27
日
、
担
当
課
よ
り

教
育
環
境
等
に
お
け
る
課
題

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
工
事
状

況…

７
、
８
月
中
に
各
園
で

入
札
を
行
い
、
そ
の
後
着
工

予
定
。

▼
園
バ
ス…

ま
だ
使
用
で
き

る
バ
ス
は
社
会
教
育
課
等
へ
、

そ
の
他
は
廃
車
と
す
る
予
定
。

バ
ス
停
は
、
来
年
３
月
ま
で

使
用
し
、
そ
の
後
の
利
用
・

廃
止
に
つ
い
て
は
集
落
で
の

利
用
も
考
え
ら
れ
る
た
め
区

長
に
声
掛
け
を
す
る
。

▼
聖
中
中
庭
デ
ッ
キ…

学
校

か
ら
の
補
修
要
望
も
あ
り
、

前
向
き
に
要
望
を
取
り
入
れ

る
。

▼
亀
代
小
学
校
窓
枠
サ
ッ
シ

の
改
修
工
事･･･

工
期
は
６

月
29
日
〜
９
月
26
日
の
予
定
。

な
お
、
９
月
中
で
の
学
校
利

用
を
配
慮
す
る
。

今
回
は
調
査
事
項
が
多
岐

に
わ
た
り
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
特
に
新
た
な
子

育
て
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
私
立

認
定
こ
ど
も
園
に
関
し
て
意

見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
町
と

が
連
携
し
、
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う
、

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（文

責

小
川

勝
也
）

９
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た

広
報
研
修
会
。
今
年
度
は
本

町
議
会
だ
よ
り
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
あ
り
、
研
修
前
か
ら
研

さ
ん
を
積
む
良
い
機
会
に
な

る
と
、
期
待
感
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。

「
議
会
報ｰ

住
民
と
議
会
を

つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
見
出
し
の
重
要
性

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
に
よ

る
見
出
し
案
は
、
わ
か
り
や

す
く
目
を
引
く
も
の
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、①
記
事
の

中
か
ら
的
確
な
見
出
し
を
考

え
、
言
葉
を
置
き
換
え
る
こ

と
。②
簡
潔
か
つ
具
体
的
に

表
現
す
る
こ
と
の
２
点
。
心

掛
け
る
べ
き
こ
と
は
、
見
出

し
語
句
の
重
複
を
避
け
、
情

報
量
を
多
く
し
、
常
に
見
出

し
読
者
を
意
識
す
る
こ
と
で

す
。こ

の
研
修
結
果
を
全
議
員

で
共
有
し
、
今
後
の
紙
面
作

り
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（

文
責

宮
沢
さ
や
か
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

令
和
４
年
２
月
中
に
町

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、

議
会
だ
よ
り
、
広
報
せ
い

ろ
う
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

議会運営委員会

説
明
責
任

長谷川六男議員の
視点

蓮野こども園工事
地域への説明を
町長 コロナ禍であり

無理がある

田中智之議員の

  視点

　
　蓮
野
こ
ど
も
園
敷
地
内

の
工
事
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
く
。

壊
さ
れ
た
プ
ー
ル
を
見
て

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
卒
園
生
。

園
を
囲
む
松
が
伐
採
さ
れ

「
あ
れ
は
蓮
野
の
御
宮
様
の

防
風
林
な
の
に
」
と
憤
る
高

齢
者
。
「
誰
が
勝
手
に
民
間

委
託
な
ん
て
決
め
た
」
と
怒

る
親
子
。

建
物
を
造
る
と
い
う
こ
と

は
そ
の
地
域
の
風
景
・
歴
史

を
変
え
思
い
出
を
上
塗
り
す

る
。
こ
ど
も
園
の
シ
ス
テ
ム

移
行
の
内
容
等
を
、
利
害
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
地
域
住

民
に
丁
寧
に
説
明
し
納
得
し

て
い
た
だ
く
、
そ
の
よ
う
な

配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
状
況
中
、

不
特
定
多
数
を
集
め
て
の
説

明
会
に
は
無
理
が
あ
る
。
保

護
者
に
は
園
だ
よ
り
や
メ
ー

ル
配
信
、
地
域
住
民
に
は
広

報
や
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
随
時
情

報
発
信
し
て
い
る
。

　
　「
徹
底
的
に
情
報
を
公

開
し
、
町
民
の
意
見
を
聞
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」
が
町
長
の
公
約
だ
。
し

か
し
住
民
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

で
仕
事
が
な
い
中
、
や
っ
と

生
活
し
て
い
る
。
な
ぜ
今
こ

ど
も
園
に
何
億
も
か
け
る
の

か
」
、
「
町
有
地
だ
か
ら
何

し
て
も
い
い
っ
て
ワ
ケ
じ
ゃ

な
い
。
説
明
も
し
ね
で
」
と

い
う
声
も
聞
く
。
説
明
会
を

開
か
な
い
な
ら
町
長
自
ら
自

分
の
足
で
、
こ
う
い
う
声
を

求
め
て
回
っ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　極
論
を
言
え
ば
、
私

が
一
軒
一
軒
回
っ
て
意
見
を

聞
い
て
歩
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
い
か
が
な
の
か

と
、
逆
に
私
は
そ
う
考
え
る
。

文
面
と
は
い
え
説
明
を
し
、

意
見
が
あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ

を
と
、
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　昨
年
、
50
年
以
上
行
わ

れ
て
き
た
町
の
戦
没
者
慰
霊

祭
が
終
わ
っ
た
。
遺
族
会
の

解
散
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、

４
０
０
以
上
の
御
霊
が
眠
っ

て
い
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
町
独
自
の
慰
霊
祭
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　実
施
に
は
遺
族
会
の

意
向
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
だ
。

町
独
自
の
慰
霊
祭
開
催
が
本

来
の
趣
旨
に
沿
う
有
意
義
な

も
の
か
、
難
し
い
課
題
だ
。

　
　町
長
は
本
町
の
戦
没
者

が
何
人
か
わ
か
る
か
。

　
　
　間
違
い
が
あ
る
と
大

変
失
礼
に
あ
た
る
。
今
急
に

聞
か
れ
て
も
、
正
し
い
数
字

は
、
答
え
は
控
え
て
お
く
。

　
　子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和

教
育
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

る
。　

　
　
　兵
器
を
用
い
て
自

己
主
張
を
通
す
の
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
の
中
で
他
人
へ

の
誹
謗
中
傷
行
為
を
排
除
す

る
意
識
を
高
め
行
動
で
き
る

能
力
を
養
う
こ
と
。
つ
ま
り

多
様
性
を
認
め
合
う
態
度
の

育
成
が
平
和
教
育
の
基
盤
。

問

問

問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

戦
争
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に

説明なしに伐採された蓮野御宮様のための防風林説明なしに伐採された蓮野御宮様のための防風林

教
育
長

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

決
算
審
査

補
正
予
算

定
例
会
概
要

行
政
報
告
・
請
願
等

臨
時
議
会
・Sm

ile

表
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

19 18令和３年10月／136号令和３年10月／136号



議会トップページは
こちらから

新 潟県 聖籠 町 議 会
広報広聴常任委員会

発行
編集

委 員 長
副委員長
委 員

発 行 責 任 者

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

宮 沢 さや か
伊 藤 　 千 穂
中 村 恵 美 子
田 中 　 智 之
青 木 　 　 順
髙 崎 美 由 貴

議 長 五 十 嵐 利 栄

検索聖籠町議会

本会議を
聴くことが
できます

～ Welcome to Seiro ～
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「ようこそ聖籠へ！」では、他市町村出身で、
現在聖籠町にお住まいのご家族にインタビューをします。

吉田　美穂さん
（真野）

よしだ みほ

　今年で最後の３こども園の運
動会と、秋恒例の稲刈り作業で
す。

★表紙の写真★
「天高く 元気いっぱい 子どもたち」

夢は家族で海外旅行

①FM 放送
エフエムしばた 76.9MHz
②インターネットサイマルラジオ
右のQRコードから
聴くことができます。

次回の定例会は、12月７日㈫開催予定です。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
、
収
束
ま
で
は
３
年
か
ら
５

年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
に
出
る
と
き
の
マ
ス
ク
着
用
生
活

は
、
当
分
の
間
続
き
そ
う
で
す
。

９
月
議
会
は
、
令
和
２
年
度
の
決

算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
最
終
日
に
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
委
員
長
の
報
告
が
あ
り
、
全
員

賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

９
月
30
日
に
は
、
町
村
会
の
議
会

広
報
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
広
報
委
員
長
の
委
員

会
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

面
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
紙
面
を
変
え
て
編
集
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
受
け
て
、
研
さ
ん

を
重
ね
て
、
よ
り
町
民
に
読
み
や
す

く
で
き
る
よ
う
こ
の
委
員
会
メ
ン

バ
ー
で
、
残
り
２
年
間
編
集
に
望
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　

委
員
　
　中
村
恵
美
子

今
回
は
真
野
集
落
の
吉
田

さ
ん
ご
家
族
で
す
。

家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
夫
婦
と
、
長
女
・

長
男
・
次
男
・
次
女
の
６
人

家
族
で
す
。

出
身
地
と
聖
籠
町
在
住
年

数
は
？
　
　

夫
は
地
元
聖
籠
町
真
野
で

　
　

夫
は
地
元
聖
籠
町
真
野
で

　
　

す
。
私
は
胎
内
市
出
身
で
、

聖
籠
町
に
住
ん
で
15
年
に
な

り
ま
し
た
。

聖
籠
町
の
良
い
と
こ
ろ（
好

き
な
と
こ
ろ
）
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

お
い
し
い
農
産
物
（
米
・

野
菜
・
果
物
）
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
子
育
て
に
と
て
も

良
い
町
で
、
人
の
優
し
さ
と

温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
町
で

す
。
自
然
豊
か
で
鳥
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
る
静
か
な
町
で
、

と
て
も
好
き
で
す
。

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
、

高
齢
者
施
設
を
も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。
町
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
、
ま

た
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ど
ん
な
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
？

思
い
や
り
を
持
て
る
優
し

い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

吉
田
さ
ん
ご
家
族
の
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

家
族
で
海
外
旅
行
へ
行
き

た
い
で
す
。




